補足説明資料
1. N33

2. Aki and Larner法　（境界法の一種、離散化波数法の波数間のカップリングを境界面上での変位・応力の連続条件を離散点上で満たす(ポイントマッチング)ように解く手法）ソフト：独自に震源を含む３次元波動場が解けるように拡張、作成者：上林宏敏、作成年代：1989年

3. ①Uebayashi, H., Horike, M., and Takeuchi, Y.: Seismic motions in three-dimensional arbitrary sedimentary basins due to a rectangular dislocation source, Journal of Physics of the Earth, Vol.40, pp.223～240, 1992.、
② 上林宏敏,堀家正則,竹内吉弘：断層震源による不規則境界を有する３次元堆積盆地の地震動特性，日本建築学会構造系論文集，No.413, pp.77～88, 1990.　
③Horike, M., Uebayashi, H., and Takeuchi, Y.: Seismic response in three-dimensional sedimentary basin due to plane S-wave incidence, Journal of Physics of the Earth, Vol.38, pp.261～284, 1990.
4. 1.00Hz程度。
5. 空間周期長さ：Lx=Ly=38.4km、空間（水平方向）離散化：Nx=Ny=256、従って離散化間隔はdx=dy=Lx/Nx=0.1484km。出力点は任意に与えられるためFDMのようなずれはなし。

6. 放射境界条件が成立するため、反射波の影響はなし。ただし、空間周期性の問題により隣接震源からの波は発生する。

7. 上記文献①、②を参照。点震源。滑り速度関数を用いた。

8. 離散化せずに理論的な面震源も可能（今回使用せず）

9. 周波数応答を求める際に、課題どおりにQ値を周波数依存させた。

10. 1.00Hz以上の周波数帯域において、周波数増加とともに数値計算上の誤差の増加が見られたため、0.96Hz～1.26Hz間でコサインテーパのローパスフィルターを応答波形に施してある。dt=1/(0.02(Hz)x4096)= 0.0122秒としている。
